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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年5月7日(2020.5.7)

【公開番号】特開2019-163470(P2019-163470A)
【公開日】令和1年9月26日(2019.9.26)
【年通号数】公開・登録公報2019-039
【出願番号】特願2019-84089(P2019-84089)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/16     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/24     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ   19/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/16     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/18     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/24     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/32     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月19日(2020.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）
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【化１】

（式中、ＲＩ１１、ＲＩ１２、ＲＩ１３、ＲＩ１４、ＲＩ１５、ＲＩ２１、ＲＩ２２、Ｒ
Ｉ２３、ＲＩ２４及びＲＩ２５はそれぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、水酸基、シ
アノ基、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ペンタフルオロスルフラニル基、ニトロ基、
イソシアノ基、アミノ基、メルカプト基、メチルアミノ基、ジメチルアミノ基、ジエチル
アミノ基、ジイソプロピルアミノ基、トリメチルシリル基、ジメチルシリル基、チオイソ
シアノ基又は炭素原子数１～２０のアルキル基を表し、該アルキル基中に存在する１個又
は２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、
－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－Ｎ
Ｈ－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｓｉ（ＣＨ３）２－、ト
ランス１，４－シクロヘキシレン基、１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，６－ジ
イル基で置換されてもよく、アルキル基中の１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立
してハロゲン原子又はシアノ基で置換されていてもよい。）
で表される化合物を１種又は２種以上と、一般式（ＩＩ）

【化２】

（式中、ＲＩＩ１は炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は
非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－
、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＩＩ１及びＡＩＩ２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
　ＺＩＩ１は単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、
－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＹＩＩ１は水素原子、フッ素原子、塩素原子、シアノ基又は炭素原子数１～１０のアル
キル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立
して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によっ
て置換されていてもよく、また、アルキル基中の１個又は２個以上の水素原子はフッ素原
子で置換されていてもよく、
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　ｍＩＩ１は１、２、３又は４を表すが、ｍＩＩ１が２、３又は４を表す場合、複数存在
するＡＩＩ１及びＺＩＩ１は同一であっても異なっていても良い。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する液晶組成物。
【請求項２】
　更に、一般式（ｉ）及び一般式（ｉｉ）
【化３】

（式中、Ｒｉ０は水素原子、水酸基、－Ｏ・、又は炭素原子数１～２０のアルキル基を表
し、該アルキル基中に存在する１個又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は、それぞ
れ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－
Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ
Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｓｉ（ＣＨ３）２－、トランス１，４－シクロヘキシレン
基、１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，６－ジイル基に置換されてもよく、Ｒｉ

０中の１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子、塩素原子又はシアノ
基で置換されていてもよく、
Ｒｉ１、Ｒｉ２、Ｒｉ３及びＲｉ４はそれぞれ独立して炭素原子数１～１２のアルキル基
を表し、該Ｒｉ１とＲｉ２及び／又はＲｉ３とＲｉ４は互いに結合して環を形成してもよ
く、
Ｒｉ５、Ｒｉ６、Ｒｉ７及びＲｉ８はそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数１～１２
のアルキル基を表し、ＲＩＩ５とＲＩＩ６及び／又はＲＩＩ７とＲＩＩ８がアルキル基を
表す場合、該ＲＩＩ５とＲＩＩ６及び／又はＲＩＩ７とＲＩＩ８は互いに結合して環を形
成してもよく、
ｎｉは０又は１を表し、
ｍｉは１～６の整数を表し、Ｍｉは１～６価の有機基を表し、Ｍｉの価数はｍｉが表す数
と同じ数であり、Ｒｉ０、Ｒｉ１、Ｒｉ２、Ｒｉ３、Ｒｉ４、Ｒｉ５、Ｒｉ６、Ｒｉ７、
Ｒｉ８及びｎｉが複数存在する場合、それらは同一であっても異なっていてもよい。）

【化４】

（式中、Ｒｉｉ０は水素原子、水酸基、－Ｏ・、又は炭素原子数１～２０のアルキル基を
表し、該アルキル基中に存在する１個又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は、それ
ぞれ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、
－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｃ
ＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、
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－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｓｉ（ＣＨ３）２－、トランス１，４－シクロヘキシレ
ン基、１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，６－ジイル基に置換されてもよく、Ｒ
ｉｉ０中の１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子、塩素原子又はシ
アノ基で置換されていてもよく、
Ｒｉｉ１、Ｒｉｉ２、Ｒｉｉ３及びＲｉｉ４はそれぞれ独立して炭素原子数１～１２のア
ルキル基を表し、該Ｒｉｉ１とＲｉｉ２及び／又はＲｉｉ３とＲｉｉ４は互いに結合して
環を形成してもよく、
ｎｉｉは０又は１を表し、
ｔは１から４を表し、Ｕは環構造を形成する２×ｔ価の有機基を表し、Ｒｉｉ０、Ｒｉｉ

１、Ｒｉｉ２、Ｒｉｉ３、Ｒｉｉ４、Ｒｉｉ５、Ｒｉｉ６、Ｒｉｉ７、Ｒｉｉ８及びｎｉ

ｉが複数存在する場合、それらは同一であっても異なっていてもよい。）
で表される化合物群から選択される化合物を一種又は二種以上含有する請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　２５℃における誘電率異方性（Δε）が負の値を有する請求項１又は２に記載の液晶組
成物。
【請求項４】
　２５℃における誘電率異方性（Δε）が正の値を有する請求項１又は２に記載の液晶組
成物。
【請求項５】
　一般式（Ｉ）の含有量の総量が液晶組成物において０．０１質量％から５質量％である
請求項１から４のいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項６】
　一般式（Ｉ）で表される化合物と一般式（ＩＩ）で表される化合物の含有量の総量が上
限１００質量％である請求項１から５いずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項７】
　２５℃における屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４の範囲であり、２５℃に
おける回転粘性（γ１）が６０から１３０ｍＰａ・ｓの範囲であり、ネマチック相－等方
性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が６０℃から１２０℃の範囲である請求項１から６のいずれ
か１項に記載の液晶組成物。
【請求項８】
　重合性化合物及び／又は酸化防止剤を１種又は２種以上含有する請求項１から７のいず
れか１項に記載の液晶組成物。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
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